


〇需;;た<、回遊の起点となる交通結節点」
現在の特徴と可能性（ポテンシャル）
■県南屈指の交通結節点
・様々な交通手段が接続し、電車やパスが多く運行

する県南屈指の交通結節点となっている。

●九州内でも有数の乗降人員数を誇る
• 1日当りの乗降人員(2023年度）は29,261人と、

九州内の駅の中で、上位10 駅に入る。

解決したい課題

●多様な交通モー ドの
受け入れ瑛境が不足

■駅前の歩行者空間、

●駅から周辺へのアク
セスがしづらい

▲混雑する路線バスの待合哀璃

ー取組内容一

O多層構造による歩行者空間と道路空間の分離

0バス ・タクシー・一般車等の乗降場の再配置

0駅前における居心地の良い滞留空間の創出

0周遊しやすい交通網の形成

〇悶霊霜待にあふれるまち」
現在の特徴と可能性（ポテンシャル）

■若い世代を中心に人口が増加
• 駅周辺の人口密度は90.5人/haと、非常に人口

密度が高い。
• 駅周辺では年少人口及び生産年齢人口は増加傾向

となっている。

●駅の束西南北で特徴的な士地利用が進んでいる

解決したい課題

、...... , ...... リアl
曇やか1こ喜らせる
多世代交沢のエリア

▲エリア毎の方向性イメージ

■駅周辺の賑わいや活気を生むような建物の更新や

ー取組内容一

0ニーズに応じた建物更新の促進

O多世代の暮らしを支える都市機能の立地促進

O多様な働き方が実現できる都市機能の立地促進

0都市機能の集積と連動したまちなか居住の促進

O災害時の避難や支援拠点の形成

O耐震化・不燃化による災害に強いまちなかの形成

0水害や猛暑等の気候変動対策の促進

土地利用があ まり進んでいない
1 ▲複数の都市機能が集積したJR福井駅の再開発ビルと

●防災面から安全•安心に利用できる空間となっていない 併設された屋根付き屋外広揚
（出典：福井市にぎわい交流施設HP)

〇はも襟蒙� たくなるまち」
現在の特徴と可能性（ポテンシャル）

■多くの人が買い物・飲食を目的に来訪
· 様々な商業施設や業務施設等が多数立地し、買い

物や飲食等を目的とした来訪者が多い。

■本市のシンボルとなる多種多様な施設が駅周辺に集積
• 久留米シティブラザ、中央公園、石橋文化センター

等のシンボルとなる文化・交流施設が立地している。

解決したい課題
■人のための空間が

少なく、まちなかでの
回遊や滞留がしづらい

■周辺道路において、
交通混雑が発生

■景観が雑然としており ル
潤いを感じられない

ー取組内容―

0自然と歩きたくなる歩行者ネットワークの形成

0広域道路交通ネットワークの再編

O歩行者・自転車が安心して移動できる空間形成

0市を象徴する駅前・まちなみ景観の形成

O道路空間や低未利用地を活かした賑わい・

憩いの場の創出

O緑と水を活かした快適空間の創出

▲歩行者ネットワ ークの形成イメ:..:..ジ
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O 二嘉霜苔五
現在の特徴と可能性（ポテンシャル）

■観光や回遊の目的となる魅力が多い
・ラーメンや焼き鳥などの “食’’、久留米絣などの

“伝統工芸"など様々な観光資源が存在している。
• 駅周辺には、石橋文化センターや寺町、ほとめき

通り商店街など、様々な魅力がある。

■駅周辺を中心とした様々なイベントが実施されている
• 駅周辺では、多くの

イベントや祭りなどが
定期的に開催され、
市外からも多くの
方々が来訪している。

解決したい課題

▲土曜夜市のほとめき通り商店街

■観光や回遊を促すような情報発信機能が少ない

■多様な関係者間の連携強化が必要

●久留米市や駅周辺の取組の発信が十分ではない

ー取組内容一

O観光の起点となる場の形成

0地域の魅力を共有するサイン計画の推進

0シテイプロモーションの推進

0多様な主体によるエリアマネジメントの推進
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